
EI理科部会

昏自然現象に知的好奇心や探究心をもって親しむことができるQ

lLh日的意識をもって横幕や実験を行うことができる.

魯科学的なものの見方や考え方を実生活に活用することができるo

顎⊆岩岩
●指導計画作りを通して､小中の連続性を意識して学習内

容の単元構成を把握することができました｡

●理科に対する児童･生徒の意識調査の結果を受けて､観

察･実験を主体とした授業改善ができました｡

理科についてのアンケート
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====遇些岩岩岩

●小中一貫を意識した一連の学習の流れ《課題設定､予想･

仮説の立案､実験･観察による模証､考察》の習慣化を一

層図ること｡



四書楽部会

⑳様々な音楽に興味･関心をもち､豊かに表現できる｡

⑳音楽の基礎･基本を身に付け､それを活用できる｡

●小中の児童･生徒の実態を把

握し､TTを進めることで､学習

内容の定着につながりました｡

●新最小と和泉中の合唱団の

交流ができました｡

<2学期>　　　　　　　　　　　小中音楽科教員のTTの授業

●新泉小と和泉中､和泉小と和泉中でTTの授業交流をしました｡

● ｢さざんかフェスタ｣で新泉小と和泉小の合唱団が合同

で発表を行いました｡

●｢和泉中合唱コンクール｣で新最小と和泉小の音楽科

教員も審査に加わりました｡

●｢杉並合唱フェスティバル｣に新泉小と和泉中合同合

唱団で参加しました.

<3学期>

8新最小と和泉中､和泉小と和泉中でITの授業交流をしました｡

●東京都小学校合唱集､新泉小参加｡和泉中音楽科

教員がピアノ伴奏で参加しました｡

匝I画工作･美術･
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●昨年度より行っている新泉小､和泉中1Tの授業を今年度は和泉小､

和泉中でも行いました｡

6年生の音楽科指漸こ中学校音楽科教員が加わることで､中学校の学びにつ

ながる指導を行うことができました｡ヰ割こ変声期男子の指導では､中学校音楽科

が指導に加わることでパートの分け方などがスムーズに行え､生徒も｢声が出しや

すい｣ ｢どんな風に歌えばいいかわかりやすい｣などの感想を聞くことができました｡

⑳小中合唱団での発表の機会をもつことで､合同練習等､一生腰命

無心に歌う小学生の姿､部活動として様々なトレーニングを行い声

や表現力を鍛えている中学生､と互いに学ぶことがあり､影響を受

け合う実りある交流となりました｡

⑳
音楽の授業に意欲的に取り組んでいますか?
(年間を通して小中の音楽科教員でTTの授業を行いましたC )
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●読話力等､音楽の基礎の学びを小一中の流れをもって指導してい

くには､まだまだ研究が必要である｡継続して取り組んでいきたい｡

技術･家庭科部会●宴芸諾認諾諾芸禁iwL8警望慧諾りの中から､児童.生徒の

●主体的に課題に取り組むことができる｡

●色や形の良さを実感し､それらを活用す

ることができる｡

●造形活動の中で､自分の考えや思いを

●図画工作･美術科で定期的な交流を

実施しました｡

●和泉中学校交流期間で授業体験を

実施しました｡

●中学校技術科教員が小学校へ行き､

授業の支環を行いました｡

中学校授葉体験(美術)

中学校授業体験(技術)

●美術科･技術科授業の体験を通して､中学校の指導を体験することができました｡

●和泉小学校家庭科クラブが和泉中学校へ行き､交流活動ができました｡

●授業アンケートより､全体的には意欲的に課題(作品等)に取り組むことができましたo

⑳
進んで自分の作品づくりをしようとしていますか?

図画･工作
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●図画工作科でパソコンを利用した授業での技術支援､他の教科での情報活用の授

業での日程の連絡･相談など､情報交換を密にしていくこと｡

⑳授業アンケートより､目指す生徒児童像で掲げている｢造形活動の中で､自分の考え

や思いを表現できる｣という項目で､自分の表現に自信をもてていないことがわかった｡

また､友達の作品に対しても､鑑賞活動をさらに改善･充実させる必要がある｡他者理

解へとつなげていくことが課題であるo

◎取り組みの中で､不十分な点もあるので､より個別指導や理解力の向上に努めていく｡

( ｢材料や道具を自分の思いに合わせて使うことができましたか｡ ｣や｢作品を通して､自分の思いや考えを

生かすことができたか｣ ｢友だちの作品を見て､良い点や工夫している点を見付けることができました

か｡ ｣という項目では､消極的な回答の割合が他に比べると高いo )



体育部会

藍.進んで運動に取り組む｡

鑑〉自分の課題に応じためあてをもって運動を選び取り組むことができる｡

懲生涯にわたり健康の保持･増進を目指し運動を豊かに実践する｡

●新泉小､和泉小､和泉中の年間指導計画をもちより､内容を確認し､中小･

小中がお互いにどのような授業を展開しているのかを共通理解しました｡

◎中学校の体育科教員を講師に､器械運動の実技研修会を行い､技の

ポイントや安全面での注意点､指導方法を学びました.

⑳新泉小5年の陸上運動･ハードル走の指導に､中学校の体育科教員香

TTに迎え､より専門的な格等を行いました｡

実技研修会

いるのていいなと,EZ]LBいました｡

どういう風に跳んだL,いいのかを旦

知ることがで亨よかったです.

ハード/Lをよ生す暗に

少し前かL?跳ぶことで

タイムを短くすることが
で空言とわか7ました｡

田英語部会

●英語を通じて我が国や､外国の言語や文化

を理解することができる｡

●コミュニケーションを目的として､英語を運用

することができる基礎力をもつ｡

●中学校英語科教具が､新泉小の5･6年生

の英語活動でJETとしてティームティーチン

グで授業を行いました｡

●小学校美諸活動を活かしてAJ‖≡ngljshの

授業を中学1年で実施しました.

●小中交流授業として､中学2年生が小学3年

生に英語の絵本の読み聞かせをしましたo
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●TTによる指導後､工夫しながら練習に取り組むこと

ができるようになったことがわがはした｡中学校体育

科教員とのTTにより､目指す児童像｢課題に応じて

めあてをもつ｣ ｢進んで運動に取り組む｣という姿に近

づくことができました｡

上手に跳べるようになるために

練習のしかたを工夫していますか?
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●今後､小学校から中学校までの9年間で､どんな運動

内容を取り上げて指導計画を組んでいくのかを考え

ていく必要がる｡3校の年間指導計画を見直した上

で､ 3校で足並みをそろえて9年間のつながりの中で体

育学習を考えていくことが今後の課題である｡

●小学校6年間の英語活動が中学1年の1学期の時点で､聞く･話すことに対して

自信となっています｡

●小学校から中学校への9年間のカリキュラムの見通しをもつことができました｡

⑳　　団
英語を話すことは､　叫＼　　　英語を聞くことは､

わりとできる｡　　　　　　､､､　わりとできる｡　いいえ

中学'年に細　呂荒
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中学1年に実施
n=42

20%

英語を読むことは､　　　　　　小学校で学んだ英語は､

わりとできる｡　　　　　＼-.､　役に立って

一..運型

●全教員が9年間の見通しをもって､授業づくりを行えるようにお互いの授業を見

合ったり､小中の授業交流の機会を作っていく必要がある｡

●小学校で英語に慣れ親しんだ生徒たちが中学校に入学し､英語を話したり闘い

たりすることだけでなく､英語を読んだり書いたりすることに意欲をもって取り組め

るように授業を工夫する必要がある｡



新泉･和泉地区小中一貫教育
杉並区立新兵小学校校長　　杉並区立和泉小学校校長　　杉並区立和泉中学校校長

鶴巻景子　　　　　相馬季子

新泉･和泉地区の小中一貰教育がスタートしてから､ 7年が経ちました｡

第Ⅰステージ(始動期)､第Ⅱステージ(充実期)と着実に研究･実践を

積み重ね､現在は第Ⅲステージ(発展期)を迎えています｡計画的･長期的･

組織的な対応により､小学校と中学校が分かり合う段階から生かし合ラ

段階へと進んでいます｡

今年度は

(D児童･生徒及び教員の交流の充実

②研究授業による指導の交流

⑨各教科及びその他のカリキュラム開発

を研究の3本柱にしましたo

由井良昌

また､ 8教科部会と3教科外部会で､それぞれ目指す児童･生徒像を

明確にして､どんな手だてや取り組みを行うか話し合い､取り組みの

ヒフォーアフターを意識して､研究を進めました｡また､結果や成果をできる

限りデータで示そうと､各教科部会で意識調査にも取り組みましたo

研究を進めていく中で､今年度は教員同士だけでなく､生徒と児童､

児童同士が学校の垣根を越えて互いによく知り合い､仲間としての意級

が育めてきたと手応えを感じています｡

平成27年度に施設一体型小中一貫教育校が開校します｡開校に

向けて､これからも3つの学校が連携･協力し､質の高い教育を行う

｢地域の学校｣を目指します｡

保護者の皆様に向けて､今年度も6月の意識調査に引き続き1 2月に意識調査を行いました｡ 1 2月の調査では､

過去最高の269家庭から､ご回答をいただきましたoまた､貴重なご意見をいただき､ありがとうございました｡

第4回アンケート23年1 2月実施
o害富TBRLTTBBL*T諾胃の意義や　＼　　　令

全体の肯定車が75%から80%に増えました｡小中
-貫教育は､小学校. *学校間に存在する指達観や

学力観などの遣いを取り除き､小学校と中学校が協力

や連携をすることで､ 9年間の一貫した質の高い授業､

質の高い教育を目指していますo

小中一買教育の情報は､学校公開や印刷物､

ホームページを通して､ご家庭に届いている｡

全体の肯定率が94%から94%と横ばいでした｡今後

も各校の学校だよりやホームページ､二ュ-スレター､

3佼共通のホームページ等で情報をお伝えしていきます｡

また､設置協議会の帽章臥土､教育委員会のホ-ムページ

に掲載されていますのでご覧ください｡

施設一体型小中一買教育校に

期待をもっている｡

の肯定率が75%から74%と横ばいでした｡現在

口泉中学校の校庭に新校舎を建築し､既存の中学

大幅な改修を行いますQまた､特別支援学級は

声部と中学部が設置されますo校庭は､約3.000rTf

芝生化する計画です｡

小中一貫教育のよさ(学力向上･豊かな

人間性･進路保障)が実感できているo

全体の肯定車が44%から49%に増えました｡小中一貴

教育の黍大のメリットは､小中の教具が学び合いに

よって､質の高い授業を提供し､子供たちが学びの

素地をつくることができることです｡学びの素地は､

自分の夢を実現するための力となりますC
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■小中一貫教育報告会の開催について　　　内容=研究の報告

日時:2月8日(水)午後2時から3時45分　　　　　　　　　　講演会　講師菅谷正美先生

会場･和泉中学校視聴覚室　　　　　　　　　　　　　　　東京雄心女子大学教授

杉並区立和泉中学校　　　杉並区立新泉小学校　　　杉並区立和泉小学校
〒168-0063東京都杉並区和泉2･17-14　〒168-0063東京都杉並区和泉1 ･44126　〒168-0063東京都杉並区和泉2-17-21
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新兵･和泉

小中一貫教育


